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業績予想の修正（連結及び個別）に関するお知らせ 

 

平成 25 年 8 月 1 日付で公表いたしました平成 26 年 3 月期（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31

日）の連結並びに個別の業績予想の修正について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

・業績予想の修正について 

（１）連結業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

2,550   

百万円

△  90   

百万円

△  70   

百万円 

△  50    

円 銭

△ 4.07 

今回修正予想  （Ｂ） 2,431   △ 127 △  82   △  61    △ 4.99 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 118    △  37    △  12    △  11    

増 減 率  （％） △ 4.7 ― ― ― 

(ご参考)前期 第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期 第 2 四半期） 
2,621   △ 158   △ 174   △ 190    △15.50 

 

平成 26 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

5,850   

百万円

30   

百万円

30   

百万円 

20    

円 銭

1.63 

今回修正予想  （Ｂ） 5,500   30    30   20    1.63 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 350   ― ― ― 

増 減 率  （％）   △  6.0 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,152   △ 258   △ 234   △ 220    △17.94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）個別業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

2,545   

百万円

△ 70   

百万円 

△  50    

円 銭

△ 4.07 

今回修正予想  （Ｂ） 2,426   △ 75   △  57    △ 4.66 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 118   △  5   △   7    

増 減 率  （％）     △  4.7 ― ― 

(ご参考)前期 第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期 第 2 四半期） 
2,617   △ 176   △ 191    △15.61 

 

平成 26 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

5,840   

百万円

30   

百万円 

20    

円 銭

1.63 

今回修正予想  （Ｂ） 5,490   30   20    1.63 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 350   ― ― 

増 減 率  （％）    △ 6.0 ― ― 

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,145   △ 236   △ 221    △18.01 

 

 

（３）修正の理由 

 

   １．連結業績について 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想につきましては、当社の主要顧客である電機・

電子分野が依然として低調なことや顧客の生産拠点の海外シフト等により内需の厳しさが増大し、当

初の予想を下回る結果となりました。 

平成 26 年 3 月期通期の業績予想につきましても、引き続き人件費を含む固定費削減による製造原

価低減に努めてまいりますが、円安・原油高に伴う原材料価格の上昇や中国経済の成長率が鈍化傾

向にあるなど、厳しい事業環境が続くことが予想されるため、当初立てました業績予想を修正するもの

です。 

 

   ２．個別業績について 

      個別業績の修正理由は、連結業績予想と同様であります。 

 

 

以上 


